




髙 須 則 行 訳 
【凡例】 
＊原文中イタリックのものには傍点を付した。 




































































































































































































































































































 (*4) Vergl. Heck. Gesetzesauslegung und Interes
senjurisprudenz, Archiv f.d. Zivilst.Praxis 112 
(1914). 































































































































































解している（紀要第 61号 7頁）。 
（３－２）法規範の構造：自立的法規と非自立
的法規 
ヘックによれば,一般的規範は,法律において
は法規の形式で現れ,個々の条項として並べら
れているとされる。ドイツ民法 993条「第 987条
ないし第 992 条に掲げたる要件が存在しないな
らば,占有者は,収取した果実が普通の経営方法
に従い物の収益と認められない限り,不当利得
の返還に関する規定に従い,これを返還しなけ
ればならない」という規定のように,法規は命
令・禁止の文法的形式で現れている。しかしなが
ら,それ以外にも「授権法規」やドイツ民法 99条
1項「物の果実とは,物の産出物,その他物の用法
に従い収取したる収穫物をいう」というように,
概念規定や定義規定も珍しくない。そこで,ヘッ
クはこれらの関係をどのように捉えるかを検討
している。ヘックによれば,ドイツ民法 99 条の
果実の概念規定は,ドイツ民法 993 条のように,
命令が果実について論じていない場合には,意
味を持たないだろうと述べている。ヘックは,命
令・禁止の文法的形式の法文を自立的法規と,叙
述文法規を非自立的法規と呼び,叙述文法規は,
自立的法規である命令・禁止法規に関連する限
りで,意味を持っていると理解している（紀要第
61号 7頁）。このような関係はまさにケルゼンの
「自立的法規範[selbständige Rechtsnorm]」と
「非自立的法規範[unselbständige Rechtsnorm」
の関係と類似しているように思われる。 
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